
デイサービスセンター　伊勢マリンホーム旭が丘

目指す所は 在宅生活の向上 です！！

私たち伊勢マリンホーム旭ヶ丘ではデイサービスは在宅生活を充

実するための訓練の場であると考えています。

そのために重点的に取り組んでいることが以下の３つの事です。
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お気軽にお問合せ下さい
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在宅生活の向上

手引き歩行はしません。個人に合った歩行具を使用し、自分で歩く力を引

き出します。車椅子の方も移動時以外は椅子に座って頂いています。

私たちが考える生活リハビリとは、自宅でいかに生活を継続できるよう支援す

るかという考え方です。ご利用者の前向きな気持ちを引き出し、ご自分の事は

ご自分でするという事を支援しています。その為に、私たちは、ご自分で出来

る事やご利用者へのコーチングなどを話し合ってきました。

連絡袋の出し入れ、

靴の履き換え、帰り

時間の確認、お茶つ

ぎ、鞄の管理、リハビ

リカードを使用した本

日のリハビリ内容の

確認、脳トレを自分

で選んで実施するな

ど、様々な事に取り

組まれています。

事業所番号（介護）：２４７０３０１３０６

事業所番号（予防）：２４Ａ０３０１００２

休業日：１/１～１/３、日曜日

定員：３０名

事業所規模：通常規模

営業時間：８：３０～１７：３０

サービス提供時間：

８:４５～１６：３０

旭が丘・野町・桜島・安塚・玉垣・白子・寺家・稲生・磯山・郡山・住吉 等

平田・神戸・天名地区はご相談下さい

社会福祉士 1名

介護福祉士 6名

看護師 5名（毎日2名以上配置）

ベッド２床 経管栄養可

＊但し、ベッドの空き状況による

機械浴完備

散髪サービス（有料）

買い物支援（隔週）

※コロナウイルスの影響で休止中

タッチアップなどの福祉用具配備

土・日・祝日等、病院、居宅介護支

援事業所が休みの場合、サービ

ス担当者会議等にて事前に打ち

合わせを行い対応を決め、万が一

の時に備えます。

入浴介助加算 Ⅰ

個別機能訓練加算Ⅰイ

個別機能訓練加算Ⅱ

科学的介護推進体制加算
サービス提供体制強化加算Ⅰロ ２２単位

介護職員処遇改善加算Ⅰ 5.9％

特定処遇改善加算 1.2％

運動器機能向上加算

科学的介護推進体制加算

＊上記加算は選択メニュー

サービス提供体制強化加算

要支援１：Ⅰ（８８単位）

要支援２：Ⅰ（１76単位）

介護職員処遇改善加算Ⅰ 5.9％

特定処遇改善加算 1.2％



デイサービスセンター　伊勢マリンホーム旭が丘
通所介護計画書

サービス内容を箇条書きにし、具体的な介護方法を明記しています。

計画は利用者の状態に即対応できるよう、3ヶ月に1回更新しています。

その計画に従って、サービス内容が実施できたか利用日ごとに評価し、実

施出来ない事が重なった場合は、３か月を待たずに計画の見直しをします。

計画の更新または変更内容は、月に1回、職員会議で読み合わせをし、す

べての職員が同じケアが出来るよう統一をはかっています。

着替えは台を使用して靴下をはくな

ど、工夫しながらご自分で出来るよ

う頑張っています。ニーズによって

個浴（自宅サイズの浴槽）での対応

も行っています。

3か月毎の更新時に、利用者の自立を引き出せるようなケア内容に徐々

に変更していきます。

今後は・・・

①食事やセルフリハビリを含めたさらなる生活リハビリ環境の整備

②地域との交流（現在、旭ヶ丘民生委員と検討中） 等を考えております。

サービス内容具体的ニーズ及び目標 介護内容

好きなことに取り組み
たい

趣味活動
余暇時間には好きな塗り絵に取り組めるよう、
材料を提供する

サービス内容

好きなことに取り組み
たい

趣味活動
余暇時間では短時間で取り組める塗り絵以外
の様々な種類の材料を提供して好みを探る

具体的ニーズ及び目標 介護内容

サービス内容具体的ニーズ及び目標 介護内容

好きなことに取り組み
たい

趣味活動
余暇時間には興味を持って取り組めるプリント
類を自分で取りに行き、選び取り組んでもらう

机拭きや食べた後の下膳をして

います。下膳が難しい方もシル

バーカーで運ぶ等出来る範囲で

頑張っています。



個別機能訓練加算は『Ⅱ』を算定しています。自宅を訪問して住宅環境とご利用者の実際の動作を確認し、それを

復元する形で、具体的な動作の反復練習を行います。生活に密着した目標を掲げる事がやる気への近道だと考え

ています。訓練内容は段階的に計画を作成し、少しづつステップアップ出来る内容となっています。

1人で安全に外出できることを目標

に、信号のある横断歩道を渡る練習

をしています。

視野が広くなり安全に横断できるよ

うになりました。

夜間に安全にトイレに行ける事を目

標とし、起き上がりの練習をしていま

す。

ベットの角度は自宅のものに合わせ

て行います。

家族との会話が増えること

を目標に訓練を行っていま

す。

はい・いいえだけではない

頭で考えたことを言葉で発

声する事を目標に練習して

います。

家事動作目標例：

洗濯動作の維持

食器片づけの維持等

洗濯ものを取り出す・干す・とりこ

む・運ぶ・たたむ・しまう、という段階

に分け、動作を反復して行います。

生活動作目標例： 起居動作の維持 排泄動作の維持

等

一連の排泄動作を分け、ト

イレに入ったときに見守りな

がら、不明になった動作を指

示し、定着を目指します

IADL動作目標例： 危険予測 情報処理能力の向上

一人で外出中に起こる不意

の出来事に瞬時に対応でき

るよう、ボールを上に投げ、

キャッチしながら歩くという練

習をしています。情報処理能

力の向上を目指しています。

コミュニケーション能力目標例： 文章作成 発語練習


